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会
員
募
集

　

◆
水
泳
・
水
中
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
（
東
久
留
米
市
水
泳
連

盟
）　

毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、

柳
泉
園
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
・

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
連

盟
会
費
月
１
０
０
円
と
練
習

会
費
１
回
７
５
０
円
。　

歳
１６

以
上
で
健
康
な
方
。
初
心
者

歓
迎
。　

歳
以
上
の
方
は
要

７０

相
談
。
詳
し
く
は 
坂  
内 
緯
０

ば
ん 
な
い

９
０
・
４
８
１
４
・
３
６
７

５
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ラ
グ
ビ
ー
ク

ラ
ブ
Ｋ
Ｒ
Ｃ　

毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
、
東
部
運

動
広
場
で
。
会
費
月
１
０
０

０
円
。
年
齢
・
性
別
・
経
験

は
不
問
。
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
あ
り
。

詳
し
く
は
小
林
緯
４
７
５
・

８
４
６
２
へ
。

　

◆
東
久
留
米
自
然
ふ
れ
あ

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

月
２
～

３
回
。
午
前
９
時
～
午
後
３

時
、
市
内
の
緑
地
保
全
地
域

な
ど
の
雑
木
林
で
。
会
費
年

１
０
０
０
円
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
料
３
０
０
円
。
詳
細

は
「
東
久
留
米
の
ふ
れ
あ
い

情
報
サ
イ
ト
く
る
く
る
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

小
野
木
緯
４
２
１
・
０
４
３

９
へ
。

　

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
東
久

留
米
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）　

毎

週
火
曜
日
午
後
１
時
半
～
５

時
、
南
町
運
動
広
場
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

年
５
０
０
０
円
。
男
女
・
年

齢
不
問
。
明
る
く
楽
し
く
前

向
き
に
和
気
あ
い
あ
い
で
や

り
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
前

原
緯
４
７
２
・
６
４
８
８
へ
。

　

◆
東
久
留
米 
歌  
林 
短
歌
会

か 
り
ん

　

月
１
回
。
水
曜
日
午
後
１

時
半
～
３
時
半
、
中
央
図
書

館
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円

（
３
カ
月
分
前
納
）。
初
心

者
歓
迎
。
見
学
可
。
記
憶
は

薄
れ
る
が
記
録
は
残
る
。
詳

し
く
は
中
村
緯
４
７
２
・
９

８
１
３
へ
。

　

◆ 
繪 え 
硝
子 
俳
句
会　

月
３

が
ら
す

回
。
水
曜
・
金
曜
・
土
曜
日

の
午
後
１
時
～
５
時
、
成
美

教
育
文
化
会
館
で
。
会
費
１

回
１
０
０
０
円
。
第
１
水
曜

日
・
第
３
金
曜
日
・
第
４
土

曜
日
は
初
心
者
ク
ラ
ス
。
見

学
歓
迎
。
詳
し
く
は
吉
田
緯

４
７
３
・
４
０
８
１
へ
。

　

◆
体
操
ク
ラ
ブ
「
ス
テ
ッ

プ
」　

月
３
回
。
木
曜
日
午

前　

時
～
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ

１０
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

１
０
０
０
円
。
筋
力
ア
ッ
プ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
。
自
分
の
体
で

確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
一

度
体
験
を
。
詳
し
く
は
渡
辺

緯
４
７
４
・
８
４
７
２
へ
。

　

◆
ド
イ
ツ
語
（
シ
ュ
ロ
ス

ク
ラ
ブ
）　

月
３
回
。
木
曜

日
午
後
６
時
～　

時
、
生
涯

１０

学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会

費
月
３
５
０
０
円
ほ
か
。
初

級
者
か
ら
。
ド
イ
ツ
人
講
師

と
文
化
歴
史
を
学
び
ま
す
。

詳
し
く
は 
室  
屋 
緯
４
７
３
・

む
ろ 
や

４
８
１
２
（
夜
間
）
へ
。

　

◆ 
Ｍ
Ａ  
Ｋ
Ｉ 
体
操
ク
ラ
ブ

マ 

キ

　

毎
週
火
曜
・
金
曜
日
の
午

後
４
時
半
～
６
時
半
ほ
か
、

本
村
小
学
校
体
育
館
ほ
か
で
。

会
費
月
５
５
０
０
円
。
小
学

生
対
象
。
見
学
・
体
験
可
。

毎
年
発
表
会
に
出
場
。
詳
し

く
は
小
宮
緯
４
７
６
・
７
２

５
６
へ
。

　

◆
サ
ッ
カ
ー（ 
Ｆ  
Ｃ ・ Ｈ
Ａ 

エ
フ 
シ
ー 

ハ

 
Ｒ
Ａ  
Ｎ 
）　

今
後
、
曜
日
固

ラ 

ン

定
の
予
定
。
わ
く
わ
く
健
康

プ
ラ
ザ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
月
１
万

円
。
中
学
・
高
校
生
の
体
験

や
、
初
心
者
も
歓
迎
。
詳
細

は
チ
ー
ム
名
で
検
索
を
。
詳

し
く
は 
本  
多 
緯
０
９
０
・
８

ほ
ん 
だ

４
４
０
・
３
２
４
２
へ
。

催

し

　

◆
ス
キ
ー
祭
典
（
エ
ー
デ

ル
ヴ
ァ
イ
ス
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
）　　

年
１
月　

日
（
金
）

２５

２５

午
後
９
時
～　

日
（
月
）
午

２８

後
７
時
、
長
野
県
志
賀
高
原

で
。
集
合
・
解
散
は
清
瀬
け

や
き
ホ
ー
ル
前
（
清
瀬
市
元

町
一
丁
目
）。
参
加
費
３
万

９
８
０
０
円
（
昼
食
・
リ
フ

ト
代
別
）。
貸
し
切
り
バ
ス

使
用
。
申
し
込
み
締
め
切
り

は　

年
１
月　

日（
木
）。
詳

２５

１０

し
く
は 
上  
林 
緯
４
５
８
・
８

か
み 
ば
や
し

０
０
０
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
第　

回
あ
じ
さ
い
公
園

１７

手
づ
く
り
盆
踊
り
新
春
の
集

い
（
あ
じ
さ
い
公
園
手
づ
く

り
盆
踊
り
の
会
）　　

年
１

２５

月　

日
（
日
）
午
前　

時
～

１３

１０

午
後
０
時　

分
、
あ
じ
さ
い

１５

公
園（
滝
山
三
丁
目
）で
。
参

加
費
無
料
。
子
ど
も
た
ち
・

地
域
の
皆
さ
ん
に
故
郷
を
思

い
、
お
餅
つ
き
を
楽
し
み
ま

す
。
詳
し
く
は
大
谷
緯
４
６

１
・
３
２
６
３
へ
。

　

◆
こ
ど
も
野
鳥
か
ん
さ
つ

会
（
こ
ど
も
・
ウ
ェ
ー
ブ
）　

　

年
１
月
６
日
（
日
）
午
前

２５９
時
、
竹
林
公
園
入
口
広
場

（
南
沢
一
丁
目
）
集
合
。
参

加
費
無
料
。
市
内
の
小
・
中

学
生
。
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
。
雨
天
中
止
。

詳
し
く
は
同
事
務
局
・ 
菅  
谷 

す
が 
や

緯
４
７
２
・
０
８
８
２
へ
。

　

◆
新
春
寄
席
・
柳
屋 
一  
琴 

い
っ 
き
ん

落
語
会（
く
る
め
マ
ヌ
カ
ン
）

　
　

年
１
月　

日
（
祝
）
午

２５

１４

後
１
時
半
開
演（
１
時
開
場
）、

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講
習
室

で
。
入
場
料
１
０
０
０
円
。

全
席
指
定
。
未
就
学
児
は
入

場
不
可
。
入
場
券
は
南
部
地

域
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。
詳
し

く
は
市
川
緯
０
９
０
・
９
０

０
０
・
２
９
３
８
へ
。

　

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
大

会
（
東
久
留
米
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
）　　

年
２
月　

日

２５

１１

（
祝
）
午
前　

時
～
午
後
５

１０

時（
開
場
は
９
時
半
）。
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。

参
加
費
６
５
０
０
円
。
申
し

込
み
は　

月　

日
（
木
）
ま

１２

２０

で
に
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
７
・

６
０
８
８
）
で 
當  
麻 
へ
。
詳

と
う 
ま

し
く
は
當
麻
緯
４
７
３
・
７

４
３
０
へ
。

　
　

年
中
に
市
内
で
発
生
し
た
振

２３
り
込
め
詐
欺
の
件
数
は　

件
で
、

３７

約
１
億
円
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た

（
警
視
庁
管
内
で
１
番
多
い
発
生

件
数
で
す
）。
今
年
に
入
っ
て
か

ら
も
、
既
に　

件
、
約
２
７
０
０

１２

万
円
（　

月　

日
現
在
）
の
被
害

１１

２９

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
犯
人
や
そ
の
仲
間

が
被
害
者
宅
な
ど
へ
直
接
現
金
を

取
り
に
来
る
手
口
で
の
被
害
が
多

発
し
、
さ
ら
に
「
医
療
費
」「
高
額

療
養
費
」「
保
険
料
」
な
ど
の
還
付

を
語
る
詐
欺
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺

　

次
の
よ
う
な
電
話
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

◎
（
犯
人
が
息
子
や
孫
の
名
前

を
語
っ
て
）「
携
帯
電
話
の
番
号
が

変
わ
っ
た
」

　

◎
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
風
邪

で
声
が
変
わ
っ
た
」

　

◎
「
カ
バ
ン
を
失
く
し
て
し

ま
っ
て
、
今
す
ぐ
お
金
が
な
い
と

会
社
を
ク
ビ
に
な
っ
て
し
ま
う
」

還

付

金

詐

欺

　

現
在
、「
社
会
保
険
庁
」「
社
会

保
険
事
務
所
」
と
い
う
組
織
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
の
職
員

が
還
付
手
続
き
の
た
め
に
、
電
話

で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
求
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

◎
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
携
帯
電
話
を
持
っ
て

行
く
よ
う
に
指
示
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
求
め
る
こ
と
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

還
付
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
）

　

◎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
折
り
返

し
、
電
話
を
掛
け
る
よ
う
求
め
る

こ
と

　

こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た
場

合
は
、
必
ず
市
役
所
な
ど
の
関
係

機
関
に
連
絡
し
、
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ

た
方
た
ち
は
、「
振
り
込
め
詐
欺

に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
た
が
、
ま

さ
か
自
分
が
被
害
に
遭
う
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
生
活
安

全
課
防
犯
係
緯
４
６
７
・
０
１
１

０
（
内
線
２
６
１
３
）、
ま
た
は
市

防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
係
緯
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

　

東
京
消
防
庁
管
内
で
は
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
が
激
増
し
、
既
に

昨
年
中
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高

齢
者
の
死
者
の
占
め
る
割
合
は
過

去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
の
多
く
は
、
ガ
ス

テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
た
ば
こ
、
放
火

で
す
。

　

市
内
で
は
今
年
、　

月　

日
ま

１１

１２

で
に　

件
の
火
災
が
発
生
し
、
焼

３０

損
床
面
積
は
４
６
５
平
方
丿
と
、

近
年
で
は
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
が
１
人
発
生
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

の
心
得

１０

　

①
調
理
中
は
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

②
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う

　

③
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

④
家
の
周
り
を
整
理
整
頓
し
ま

し
ょ
う

　

⑤
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
子
ど

も
の
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

⑥
コ
ン
セ
ン
ト
の
掃
除
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う

　

⑦
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
全
て

の
居
室
・
台
所
・
階
段
に
設
置
し
、

定
期
的
な
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
　

⑧
寝
具
類
や
エ
プ
ロ
ン
・
カ
ー

テ
ン
な
ど
は
防
炎
品
に
し
ま
し
ょ

う
　

⑨
万
が
一
に
備
え
、
消
火
器
を

設
置
し
、
使
い
方
を
覚
え
ま
し
ょ

う
　

⑩
ご
近
所
同
士
で
声
を
掛
け
合

い
、
火
の
用
心
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
警

防
課
防
災
安
全
係
緯
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
３
２
０
）
へ
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
や
自
家
発
電
設
備
の
重

油
な
ど
の
燃
料
が
不
足
し
、
市
民

生
活
や
事
業
活
動
に
大
き
な
影
響

が
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
市
で
は

災
害
時
に
お
け
る
燃
料
の
供
給
に

関
す
る
仕
組
み
や
体
制
の
見
直
し

を
行
い
、
今
後
の
災
害
な
ど
に
よ

る
燃
料
不
足
に
備
え
、
市
内
で
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経
営
し
て
い

る
ダ
イ
ヤ
通
商
株
式
会
社
、
有
限

会
社
貫
井
商
事
、
東
洋
カ
ー
マ
ッ

ク
ス
株
式
会
社
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｏ

生
ま
れ
変
わ
る
原
材
料
に

　

再
資
源
化
事
業
者
に
引
き
渡
さ

れ
た
ベ
ー
ル
は
開
包
後
、
さ
ら
に

異
物
を
取
り
除
き
、
リ
サ
イ
ク
ル

し
や
す
い
よ
う
細
か
く
砕
き
ま
す
。

　

砕
い
て
洗
浄
し
乾
か
し
た
も
の

を
「
フ
レ
ー
ク
」、
さ
ら
に
溶
か
し

て
粒
状
に
な
っ
た
物
は
「
ペ
レ
ッ

ト
」
と
呼
ば
れ
、
再
商
品
化
製
品

の
原
材
料
と
な
り

ま
す
。
主
に
フ

レ
ー
ク
は
卵
パ
ッ

ク
や
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
（
文
具
）、
車

の
フ
ロ
ア
ー
マ
ッ

ト
に
、
ペ
レ
ッ
ト
は
洗
剤
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
繊
維
に
加
工
さ
れ
、

ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
製

品
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
近
年
は
再
度
飲
料
用
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
成
形
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
一
部
製
品
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。

浪

費

の

末

に

　

製
造
メ
ー
カ
ー
や
再
資
源
化
事

業
者
が
、
日
々
リ
サ
イ
ク
ル
技
術

の
向
上
や
容
器
の
軽
量
化
を
行
っ

て
い
る
反
面
、
一
度
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
後
の
大
半
が
、
埋
め
立
て

や
焼
却
処
理
さ
れ
る
物
が
多
く
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
も
多
く
の
コ
ス
ト

が
掛
か
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

一
方
、
市
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
年

間
回
収
量
は
、　

年
度
で
４
０
９

２３

亅
、
本
数
に
勘
算
す
る
と
約
１
０

２
２
万
５
０
０
０
本
に
な
り
ま
す
。

つ
ぶ
さ
な
い
容
積
で
８
１
８
０
立

方
丿
で
、
清
掃
車
約
１
９
０
０
台

分
に
な
り
ま
す
。

上
手
に
利
用
し
て
減
量
を

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
は
衛
生
的
・
軽
量
で

便
利
と
、
現
代
生
活
に
不
可
欠
な

物
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
よ
っ
て

多
く
の
資
源
が
消
費
さ
れ
、
ま
た

そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
多
く
の
コ

ス
ト
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

貴
重
な
資
源
や
環
境
保
全
の
た

め
に
も
不
要
な
も
の
を
購
入
し
な

い
な
ど
、
ご
み
の
排
出
抑
制
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
緯
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。

Ｍ
Ｏ
ネ
ッ
ト
の
４
事
業
者
と
の
間

で
、「
災
害
時
に
お
け
る
燃
料
等

の
優
先
供
給
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
、
風
水
害

な
ど
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
非
常
発
電
用
や
公
用

車
・
緊
急
車
両
用
、
医
療
機
関
な

ど
、
重
要
な
施
設
で
使
用
す
る
燃

料
の
安
定
的
な
供
給
を
実
施
し
、

応
急
対
策
や
人
命
救
助
な
ど
に
支

障
が
出
な
い
こ
と
を
主
な
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
防
災
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
防
災
防

犯
係
緯
４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

　

近
年
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生

で
あ
る
瓶
・
缶
に
代
わ
っ
て
生
産

量
が
急
増
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の

行
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
柳
泉
園
組
合
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
、
汚
れ
て

い
る
も
の
や
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル

な
ど
の 
夾  
雑  
物 （
リ
サ
イ
ク
ル
に

き
ょ
う 
ざ
つ 
ぶ
つ

適
さ
な
い
物
）
を
手
作
業
で
取
り

除
き
ま
す
。
選
別
さ
れ
た
後
、
再

資
源
化
事
業
者
に
引
き
渡
す
た
め
、

輸
送
し
や
す
い
よ
う
１
丿
四
方
の

「
ベ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ロ
ッ

ク
状
に
圧
縮 
梱
包 し
ま
す
。

こ
ん
ぽ
う

災害時における燃料等の優先供給を締結しました

　

市
で
は
、
通
勤
・
通
学
な
ど
で

東
久
留
米
駅
周
辺
の
市
営
自
転
車

等
駐
車
場
を
常
時
利
用
す
る
方
を

対
象
に
、
利
用
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
。
現
在
登
録
し
て
い
る
方
も
、

新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
【
ご
注
意
】駐
車
台
数
の
減
少
に

つ
き
、
駅
か
ら
直
線
に
し
て
７
０

０
丿
以
内
の
自
宅
・
通
勤
先
・
通

学
先
の
方
は
申
し
込
み
が
で
き
ま

せ
ん

◎
登
録
申
請
書
・
要
項
の
配
布

　

次
の
場
所
で　

月　

日
（
月
）

１２

１７

か
ら
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

　

①
市
役
所
（
１
階
南
側
出
入
り

口
横
お
よ
び
５
階
施
設
管
理
課
）

　

②
上
の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝

山
の
各
連
絡
所

　

③
西
第
９
一
時
自
転
車
等
駐
車

場
お
よ
び
東
第
２
自
転
車
等
駐
車

場
　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
申
請

書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。

　
【
配
布
時
間
】①
②
は
祝
日
と
年

末
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
。
③
は
年
末
年
始

を
除
く
毎
日
午
前
７
時
～
午
後
８

時
半

◎
申
請
方
法

　

登
録
要
項
に
沿
っ
て　

月　

日

１２

１７

（
月
）
～　

年
１
月　

日
（
水
）

２５

１６

に
（
必
着
）、
〒
２
０
３－
８
５
５

５
、
市
役
所
施
設
管
理
課
管
理
調

整
担
当
あ
て
郵
送
を
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
に
よ
る
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
電

子
申
請
は　

年
１
月　

日
（
水
）

２５

１６

午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

※
封
筒
に
は
、
登
録
者
本
人
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

の
上
、
返
信
用
封
筒
（　

円
切
手

８０

を
貼
付
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
を
利
用
し
、
来
庁
で
き

な
い
方
は
、
電
子
結
果
通
知
を
確

認
後
、
決
定
通
知
の
控
え
と
返
信

用
封
筒
（　

円
切
手
を
貼
付
）
を

８０

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
利
用
登
録
の
決
定

　

希
望
す
る
駐
車
場
が
登
録
可
能

台
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
登
録
決
定
後
の
手

続
き
は
、
返
信
用
通
知
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
（
詳
細
は
「
平
成　
２５

年
度
自
転
車
等
駐
車
場
利
用
登
録

申
請
要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

◎
東
第
２
自
転
車
等
駐
車
場
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

　

東
第
２
自
転
車
等
駐
車
場
は
２

階
建
て
で
す
。
新
規
利
用
登
録
は
、

１
階
か
ら
受
け
付
け
て
い
き
ま
す
。

随
時
受
け
付
け
の
際
に
は
、
１
階

の
空
き
状
況
に
よ
り
、
２
階
利
用

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

◎
西
第
９
自
転
車
駐
車
場
の
一

時
閉
鎖
お
よ
び
市
営
西
第　

一
１０

時
自
転
車
駐
車
場
の
開
設
に
つ

い
て

　

西
第
９
自
転
車
等
駐
車
場
（
定

期
利
用
）
は　

年
４
月
か
ら
約
１

２５

年
間
、
閉
鎖
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、　

年
４

２５

月
か
ら
西
第　

一
時
自
転
車
駐
車

１０

場
（
一
時
利
用
）
を
暫
定
的
に
約

１
年
間
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
左
図
参
照
）。

　

定
期
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

通
年
、
西
第　

自
転
車
駐
車
場

１０

（
定
期
利
用
）
に
、
多
く
の
空
き

が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
西
第
９
自
転
車
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、　

年
度
か
ら
改
め

２６

て
開
設
で
き
る
よ
う
、
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

◎
買
い
物
な
ど
で
時
々
駐
車
場

を
利
用
す
る
方

　

西
第
９
・
東
第
９
の
各
一
時
駐

車
場
、
西
武
鉄
道
な
ど
の
民
間
の

一
時
利
用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
（
左
上
図
参
照
）　

　
【
利
用
料
金
】①
西
第
９
一
時
＝

自
転
車
が
一
般
１
０
０
円
・
学
生

　

円
、
原
付
バ
イ
ク
が
一
般
２
０

５００
円
・
学
生
１
０
０
円
②
東
第
９

一
時
＝
自
転
車
１
０
０
円
、
原
付

２
０
０
円
（
機
械
式
の
た
め
、
学

割
が
あ
り
ま
せ
ん
）

　

※
西
武
鉄
道
な
ど
の
民
間
一
時

利
用
駐
車
場
は
学
割
が
無
い
ほ
か
、

各
駐
車
場
に
よ
っ
て
時
間
ご
と
の

利
用
料
金
や
、
駐
車
可
能
な
車
種

が
異
な
り
ま
す
。

　
【
お
願
い
】東
久
留
米
駅
周
辺
は

自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
等
駐
車

場
お
よ
び
徒
歩
、
バ
ス
な
ど
の
利

用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
同
担
当
緯
４
７
０
・

７
７
６
４
へ
。

員
が
出
た
職
種
に
つ
い
て
登
録
者

の
中
か
ら
書
類
選
考
し
、
条
件
が

合
え
ば
面
接
を
実
施
し
て
採
用
し

ま
す
。
な
お
、
登
録
制
の
た
め
、

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課
保
健
給
食
係
緯

４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。

市
立
保
育
園
の
パ
ー
ト
・

臨

時

保

育

士

　

市
立
保
育
園
で
は
、
朝
夕
の

パ
ー
ト
保
育
士
と
、
産
休
・
育
休
・

病
休
な
ど
の
代
替
と
し
て
の
臨
時

保
育
士
の
登
録
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

①
パ
ー
ト
保
育
士
＝
勤
務
時
間

は
午
前
７
時
～
８
時
半
と
午
後
５

時
～
６
時
半
（
し
ん
か
わ
・
ち
ゅ

う
お
う
・
は
く
さ
ん
の
各
保
育
園

は
午
後
７
時
ま
で
）。
賃
金
は
１

時
間
当
た
り
１
０
３
０
円

　

②
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時
間
は

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
９
５
０
円

　

※
①
②
の
い
ず
れ
も
有
資
格
の

方
。

　

申
し
込
み
は
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
保
育
課
（
市
役
所
２
階
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

登
録
制
の
た
め
、
履
歴
書
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課
保
育
係
緯
４
７

０
・
７
７
４
５
へ
。

市
立
小
・
中
学
校
給
食
臨

時
職
員
の
名
簿
登
録
者

　
【
登
録
職
種
】①
小
学
校
＝
調
理

補
助
（
代
替
・
補
助
）、
配
膳
員
、

給
食
事
務
、
栄
養
士
②
中
学
校
＝

配
膳
員
、
給
食
事
務
、
栄
養
士

　
【
勤
務
日
】原
則
と
し
て
勤
務
校

の
給
食
実
施
日

　
【
そ
の
他
】６
カ
月
ご
と
に
雇
用

更
新
。
有
給
休
暇
は
６
カ
月
後
に

取
得
可
。
交
通
費
は
別
途
支
給
。

栄
養
士
は
要
栄
養
士
免
許
。
中
学

校
栄
養
士
は
さ
ら
に
要
普
通
自
動

車
免
許
。
調
理
補
助
お
よ
び
配
膳

員
は
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　

※
勤
務
時
間
や
勤
務
条
件
な
ど

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
履
歴
書
（
写
真
添

付
）に
希
望
職
種
、
電
話
番
号（
自

宅
お
よ
び
携
帯
電
話
）、
経
歴
な

ど
を
記
入
の
上
、
必
ず
本
人
が
学

務
課
（
市
役
所
６
階
）
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
採
用
選
考
は
、
欠

　

小
・
中
学
校
で
は
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
る
給
食
費

で
安
全
な
食
材
を
購
入
し
、
衛
生

的
な
調
理
を
行
い
、
児
童
・
生
徒

へ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学
校

給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
は
納
め
忘
れ
が
な

い
よ
う
、
納
入
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
納
入
が
困
難

な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
在
校

す
る
小
・
中
学
校
の
校
長
ま
た
は

副
校
長
、
担
任
教
師
、
栄
養
士（
中

学
校
は
学
務
課
内
栄
養
士
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
学
務
課
保
健
給
食
係

緯
４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。

　

学
童
保
育
所
の　

年
度

２５

入
所
の
申
込
受
付
を　

年
２５

１
月
４
日
（
金
）
～　

日
１０

（
木
）
に
、
子
育
て
支
援

課
（
市
役
所
２
階
）
で
行

い
ま
す
。

　

提
出
書
類
な
ど
、
詳
細

は
広
報　

年　

月
１
日
号

２４

１２

３
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
児
童
係

緯
４
７
０
・
７
７
７
７（
内

線
２
４
１
０
・
２
４
１
１
）

へ
。

東9一時東9一時東9一時

（定期利用専用）
（H.25年度閉鎖）
（定期利用専用）
（H.25年度閉鎖）
（定期利用専用）
（H.25年度閉鎖）

N

東９一時利用
専用（機械式。
自転車、原付）

（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）
西9一時西9一時西9一時

（新設）（新設）（新設）
　西10一時　西10一時　西10一時

バイクバイクバイクバイクバイクバイクバイクバイク

市営自転車等駐車場と放置禁止区域
が自転車等放置禁止区域です

１年間（4/1～3/31）
種　別

学生など一 般
１２,２４０円２０,４００円自転車

１５,１２０円２５,２００円原動機付自転車

市営自転車等駐車場年間使用料

申請件数収納可能台数
区　分

原動機付自転車自転車原動機付自転車自転車
４９台３１０台８１台７０２台東第２（２階建）

３７台４７３台２０台３２８台東第６

９１台３４０台８１台７５４台西第４

─７６９台─３７６台西第８

２５年度は申請の受け付けを行いません西第９

４台１台７１台３８４台西第１０

２４年度における１次希望の利用登録申請状況

申
請
は
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
で

（
西
第
９
自
転
車
駐
車
場
閉
鎖
な
ど
の
ご
案
内
）

　

年
度
市
営
自
転
車
等
駐
車

年
度
市
営
自
転
車
等
駐
車
場場

２５２５

利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま

　
　

利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま
すす

学童保育所の２５年度入所受け付け日程

午前８時半～午後５時２５年１月４日（金）

午前８時半～正午　　　　５日（土）

お休み　　　　６日（日）

午前８時半～午後５時　　　　７日（月）

午前８時半～午後８時　　　　８日（火）

午前８時半～午後８時　　　　９日（水）

午前８時半～午後５時　　　　１０日（木）

　

年
度
入
所
の
受
け
付
け
は

２５

　

年
１
月
４
日（
金
）～　

日（
木
）

２５

１０

～
青
少
年
健
全
育
成
の
呼
び
掛
け
に
、

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
～

「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」冬
の
強
調
期
間

　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」
は
、

良
い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少

年
に
は
励
ま
し
の
言
葉
を
、

良
く
な
い
こ
と
や
危
な
い
こ

と
を
し
て
い
る
青
少
年
に
は

注
意
の
ひ
と
声
を
掛
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
日
常

生
活
の
ル
ー
ル
を
知
ら
せ
、

自
己
と
他
人
を
尊
ぶ
心
を
高

め
、
青
少
年
を
非
行
と
事
故

か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

で
は
、
各
中
学
校
地
区
青
少

年
健
全
育
成
協
議
会
な
ど
の

関
係　

団
体
で
実
施
委
員
会

２９

を
組
織
し
、
市
民
ぐ
る
み
で

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
（
水
）
～　

年

１２

２６

２５

１
月
７
日
（
月
）
の
期
間
は

「
冬
の
強
調
期
間
」
と
し
て
、

各
中
学
校
地
区
単
位
実
行
委

員
会
が
、
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル

や
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
設
置

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
・

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の

運
動
は
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
青
少
年
へ
の
励
ま
し

や
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、
と

き
に
は
注
意
の
言
葉
な
ど
、

愛
の
ひ
と
声
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
係
緯
４
７
０
・

７
７
３
５
へ
。

田
無
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

電
話
で
の
詐
欺
に
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
！

災
害
時
に
お
け
る

優
先
供
給
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
に
つ
い
て

ペットボトルの行方

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境にににににににににににににににににににににやややややややややややややややややややややさささささささささささささささささささささしししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社地球環境にやさしい社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨

学
童
保
育
所
へ
の
入
所
申
し
込

学
童
保
育
所
へ
の
入
所
申
し
込
みみ

学
校
給
食
費

学
校
給
食
費
のの

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
かか

住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
が
増
え
て
い
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
が

多
発
し
て
い
ま
す

　

い
よ
い
よ
年
の
瀬
、
街
中
は

何
か
と
慌
た
だ
し
く
な
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
の
ス
キ

を
狙
っ
た
犯
罪
が
起
き
や
す
い

時
期
で
す
。

　

田
無
警
察
署
で
は
、「
わ
が

街
を　

み
ん
な
で
守
ろ
う　

年

の
暮
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

　

月　

日
（
木
）
～　

日
（
土
）

１２

２０

２９

の
期
間
、
年
末
地
域
安
全
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
～　

月　

日
に
、

１１

２９

市
内
で
は
「
ひ
っ
た
く
り
」　
１１

件
、「
振
り
込
め
詐
欺
」　

件
、

１２

「
家
屋
へ
の
侵
入
盗
」　

件
が

５９

発
生
し
ま
し
た
。
特
に
年
末
の

　

月
中
、
①
振
り
込
め
詐
欺
の

１２

被
害
防
止
②
ひ
っ
た
く
り
お
よ

び
万
引
き
の
被
害
防
止
③
子
ど

も
と
女
性
に
対
す
る
犯
罪
の
被

害
防
止
④
住
宅
を
対
象
と
す
る

侵
入
犯
罪
の
防
止
⑤
地
域
環
境

の
浄
化
と
少
年
の
非
行
防
止
を

重
点
目
標
に
、
田
無
警
察
署
で

は
、
市
の
ほ
か
、
防
犯
協
会
、

母
の
会
な
ど
の
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
地
域
の
方
の
協

力
を
得
て
、
各
種
防
犯
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
署
生
活
安
全
課

防
犯
係
緯
４
６
７
・
０
１
１
０

ま
た
は
市
防
災
防
犯
課
防
災
防

犯
係
緯
４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままま

年
末
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

気
を
付
け
て

気
を
付
け
て
！！

犯
人
が
あ
な
た
の
ス
キ
を
狙
っ
て

犯
人
が
あ
な
た
の
ス
キ
を
狙
っ
て
るる

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

年
金
事
務
所
職
員
を 

名
乗
る
詐
欺
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

全
国
各
地
で
、「
社
会
保
険

庁
」
や
「
社
会
保
険
事
務
所
」、

「
日
本
年
金
機
構
」
や
「
年
金

事
務
所
」、「
厚
生
労
働
省
」
な

ど
の
職
員
と
称
し
て
現
金
を
詐

取
し
た
り
、
銀
行
口
座
を
聞
き

出
す
な
ど
、
不
審
な
電
話
や
訪

問
が
あ
っ
た
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
な
ど
の
職
員
が
、

電
話
で
銀
行
の
口
座
番
号
を
聞

い
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る

よ
う
指
示
し
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
け
出

や
申
請
の
手
数
料
と
称
し
て
現

金
を
預
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
現
金
を
預
か
る
場
合
に
は
、

必
ず
領
収
証
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
な
ど
の
職
員
を

名
乗
っ
た
訪
問
や
、
電
話
で
不

審
な
点
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ

の
場
で
対
応
す
る
こ
と
な
く
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
警
察
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年

金
事
務
所
の
職
員
が
訪
問
す
る

際
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
【
ご
注
意
】
現
在
、
社
会
保
険

庁
や
社
会
保
険
事
務
所
と
い
う

組
織
は
存
在
し
ま
せ
ん
（　

年
２２

１
月
１
日
に
廃
止
）

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
緯
０
４
２
２
・　

・
１
４
１

５６

１
へ
。

空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
、
火
災
に
ご
注
意
を
！


